
（別紙３）

～ 2025年2月7日

（対象者数）
17

（回答者数）
17

～ 2025年1月31日

（対象者数）
7

（回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・職員同士での活発な意見交換

・ナレッジ共有

・児童対応においてのシュミレーションを随時ミーティング

　で実施する

2

・支援の質を上げながら飽きのこない活動を模索する

・児童が何に興味関心を持ち、どのような活動に熱中するか

　日頃から把握しておく

・児童の身体的、精神的な安全を確保できるかチェックしな

　がら新たな支援方法や場所を探す

3

・賃貸なので完全なバリアフリー化は難しいが出来る所は改

　善したい

・児童に分かりやすい環境になるように適切な配慮を検討し

　調整したい

・イベントに合わせたレイアウト変更にも力を入れたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・防災への取り組みや緊急時の対応については毎年度初めに

　保護者の方へスケジュールをお伝えする

・ブログや、お便り等で保護者の方へ事業所の取り組みを発

　信していく

・訓練の実施後はメールでも保護者の方へ詳細を報告する

2

・安全面を考慮しながら近隣公園から少しずつ地域児童との

　交流の機会を増やしていく

・地域の行事予定等の情報収集を行う

・保護者会の立案に於いては各ご家庭のニーズ、意見交換を

　聴取し年間計画として企画する

3

・他事業所の様々な職種の方々に客観的な意見や情報をもら

　い支援に活かしていく

・研修や事例検討を行う機会を増やす

・アセスメントを行い、「強みを活かした支援」「弱みに対

　する環境調整や配慮」を取りまとめる

少人数でのグループ活動

・児童の特性に合わせたチーム分け

・保護者の要望も取り入れながら、その日の児童の体調や

   気持ちに合わせて臨機応変に対応

・状況に合わせて個別対応もしている

外出活動の充実

・季節毎のイベントも行い、自然との繋がりを感じながら伝統

　や文化を学んでいる

・「アウトドアアクティビティ」「もの作り体験」「体験型イ

　ベント」などの活動で興味や関心、意欲の向上に役立ててい

　る

・基礎的な体力や心身の健康保持増進

開放的な生活空間

・活動に合わせた心地よい空間作りをしている

・整理整頓や清潔感のある室内を意識している

・一軒家で芝生の庭もありシャボン玉や水遊びなどの楽しい活

　動に使用している

専門的な支援

・職員の専門知識やスキルに差がある

・更に手厚い支援に対しての人員不足

・児童と職員の相性の不適合

・児童や保護者の多様なニーズに応える為、難しい時もある

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者の方への非常時の対応に対する周知、情報共有不足

・契約時に非常時の対応については説明しているが、それ以外

　での周知機会が不足

・連絡帳でのお知らせに留まることが多い

・訓練等の実施についてのアナウンス不足

児童と地域交流、保護者会の開催の機会が設けられていない

・以前は交流出来るイベントを開催していたがコロナ以降から

　無くなっている

・各ご家庭の様々な事情があり保護者同士の交流が難しい現状

・トラブル時の対応を考え児童の地域交流を思い留まっていた

2025年1月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年2月19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスめばえコスモス

○保護者評価実施期間
2025年1月17日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


